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新主将の藤田（写真左）と前主将の長浜氏（写真右、令和２年卒業予定）

さ

美味しい料理などを振舞って頂き、
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今日のマネ飯 today’s dinner

２回生
マネージャー
森 彩夏

部員たちの体調を支える食事。その中の一つを紹介します。

文：鈴木晟太、北尾虎太郎、森彩夏 編集：河村和賀子‐2‐

部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。
今回は新4回生470スキッパー北尾虎太郎へのインタビューです。
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北尾 虎太郎

４７０スキッパー

Q. 尊敬する先輩
は？
A.多くいますが、一
つ上の八代さん、二
つ上のはんぺん(吉
田)さんをあげさせ
ていただきます。
どちらも自分が1.2
回生であった際に
ヨットに一緒に乗っ
ていただき、未熟で
あった自分にヨット
のいろははもちろん
のこと、レースの楽
しさなど多くのこと
を教えてくださいま
した。
後輩とヨットに乗る
ことが多くなった今、
先輩方のようになれ
るよう積極的なコ
ミュニケーションを
通じて互いに技術を
高め合えるよう努力
していきます。ク
ルーのみんな、よろ
しくね。

Q.最近の練習で意識
していることは？
A.インカレでは72艇、
近畿北陸の大会でも
30艇ほどがヨット
レースでは一斉にス
タートします。しか
し、その中でベスト
スタートを切れる艇
の数は限られていま
す。
そのため、最近の練
習ではスタート前後
のハンドリング技術
やスタートラインの
把握の練習を意識的
に取り組んでいます。
また、ロッキングや
フリックといった、
今まで京大の４７０
チームの中で理論が
確立されていなかっ
た動作の練習も重点
的に取り組むことで
チーム全体での練習
密度が上がっている
と考えています。

https://www.instagram.com/kuy
c_food/?hl=ja

過去のKuyc leterzineはHPか
らご覧になれます。

Q.これまでの部活を振り返って

A.自分が下級生の頃は部活生活は長いものだと
思っていました。寒い春合宿、夏のうだるよう
な暑さ…辛いことも多く思い出されます。一方
で最上回生となった今、部内で何をするにして
も「最後の」がつくことに気づき少し寂しい思
いが募ります。これまでの部活での経験を糧に
セーリングはもちろん、最上回生として部活を
引っ張っていけるよう、部活の運営などあらゆ
る面で全力で取り組んでいきます。後輩たちも
強い意志や情熱を持った人たちばかりなので、
彼らの模範となれるよう目標に向かい突き進ん
でいきたいと思います。

～スマイリーチキン南蛮～

トレードマークのマリンブルーのパドジャケを着て

～部内新人戦～
部内新人戦の隊長を務めました新３回生の鈴木です。
「新2、3回生みんなが楽しめる部内新人戦」をモットーに準備を重ね、
1日目はクイズ大会と先輩と対決するＶＳ企画。新2回生は面白回答を
連発し、場が大きく盛り上がりました。 2日目は1日目の頭脳戦とは
うって変わりフィジカル重視で正装でのケードロとホッパーレースを
行い、正装では新2回生の光るセンスを垣間見ました。ケードロも所
要時間1時間とかなりハード、ホッパーレースでは風が吹き上がり、
寒さで体力を削られ沈を繰り返しながらもなんとか３レースが成立し
ました。一時はどうなることかと思いましたが、景品を携えた後輩の
笑顔にホッコリし部内新人戦は幕を閉じました。僕の立てたモットー
も達成できたと思います。同期と先輩方の協力に感謝しています。 景品をもらって笑顔の新２回生。

彼らの作る来年の部内新人戦が楽しみです。
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